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認知症対応型共同生活介護

特に力を入れている点は、ご入居者が幼少期から暮らしの一部としてきた年中行事
などハレの日を多く設け、暮らしに彩りをつけている点です。そして、職員とご入
居者だけでなく、ご家族や官学産民、地域の方々にも準備から一緒に関わって頂
き、ただ施設のイベントに来てもらうのではなく、ともに作り上げるところが特徴
です。
また、ケの日である日常生活においても、一人一人の潜在能力を活かしながら掃除
や洗濯、料理など暮らしの営みを一緒に行い、一方的に介護を受ける存在ではな
く、一人の生活者として暮らせるよう心掛けて支援をしています。
それら日々の様子を毎月ホームページに掲載しておりますので、どうぞご覧くださ
い。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和8年1月27日令和7年11月7日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

2025（令和7）年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

評  価  機  関
評 価 決 定 日

株式会社ツクイ

平成17年12月1日

平成29年12月1日指 定 年 月 日
1492900483事 業 所 番 号

23 ～ 35

令和8年1月19日

）

ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県厚木市下荻野1110－1

＜優れている点＞
職員の主体的な参画と徹底した情報共有を通じて、働きがい向上と利用者支援の質
の向上を両立しています。ユニット合同の朝礼・夕礼では、職員未処理事項などの
15項目や、ケア方法の変更など10項目、重要な事項を形式に沿って確認し、職員間
の情報差と対応漏れのリスクを組織的に排除しています。この統一した情報基盤は
「誰かに聞けばいい」という依存風土をなくし、職員の責任感と高いモチベーショ
ン維持に貢献しています。毎月、「利用者のこと」「設備備品物的環境について」
の意見を全職員から徴収しています。職員からの改善提案を業務効率化に直結さ
せ、創出した時間は、利用者との質の高い個別支援に充てています。特に、利用者
の生活史の継続に力を入れ、五感を刺激する支援を重視しています。サラリーマン
時代の記憶を回想する支援では、ホーム内でのアルコール提供ではなく、居酒屋特
有の匂いを大切にするアプローチを採用しています。記憶を感情と共に深く呼び起
こし、過去の役割やアイデンティティの回復、認知症のある人の尊厳の回復につな
げています。このきめ細やかな専門的個別支援への注力が、利用者の社会参加を促
進する多数のイベント実施の活動の土台を構築しています。
＜工夫点＞
隣接の喫茶店で「認知症カフェ」を開催し、入居者がメニューを持ち、給仕や会計
を担っています。近隣の福祉作業所が販売するシフォンケーキとお茶のセットを入
居者がオーダーを取ります。世の中の認知症への偏見をなくし、認知症があって
も、楽しく生活できることを実体験で地域に発信しています。

■

15 ～ 22

評 価 結 果
市町村受理日

サービス種別
定　 員　 等

所　　在　　地
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56 ● 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ● 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ● 1，毎日ある 64 ● 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ● 1，ほぼ全ての利用者が 65 ● 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ● 1，ほぼ全ての利用者が 66 ● 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ● 1，ほぼ全ての利用者が

● 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ● 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ● 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ● 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 ツクイ厚木荻野グループホーム

 ユニット名 にじいろユニット

　Ⅴ　アウトカム項目
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ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

自治会や民生委員をはじめ、睦合中学、
TOYOTA、イオン、近隣住民、他高齢者事業
所、障害作業所など、官学産民さまざまな
地域の方と繋がれるよう施設イベントや自
治会行事の参加をとおして交流していま
す。

近隣商店、作業所、学校など多様な地域資源を活
用した活動を通して生活基盤を構築しています。
隣接の喫茶店で認知症カフェを実施しています。
利用者が注文を担い給仕をしています。利用者の
地域外出と地域の人々のホーム来訪が日常化し、
多主体が一体となり交流を深めています。行事後
のアンケート実施は、質の高い地域交流の継続と
多角的な連携強化を生み出しています。

近隣の教会での認知症サポーター養成講座
の開催や、隣の喫茶店でご入居者が店員を
担う注文を間違える…イベント、職業体験
や学生ボランティア受けれなど、地域に住
まう方が認知症の方への偏見をなくし正し
い理解ができるよう活動しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人理念を玄関に掲示し、毎日朝礼にてGH
理念の復唱及び具体的な行動について職員
が目標発表を行っています。
また、上期下期毎に理念の共有にむけて、
あるべき姿がパターンランゲージで示され
ているカードを用いて共有をしています。

理念の徹底共有により、ユニットを超えたケアの
質の向上と一貫性を能動態で実現しています。ユ
ニット合同の朝礼と夕礼において、全職員で社
訓・法人理念・事業所理念の暗唱と復唱を行うこ
とで、理念を行動指針として深く理解し、組織文
化を強力に醸成しています。さらに、5つの理念に
沿った具体的な本日ケア目標の発表は、職員一人
ひとりが業務に目的意識を持ち、利用者への質の
高い、一貫したケアの実践を能動態でおこなう機
会を提供しています。

株式会社フィールズ



ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象
となる具体的な行為を正しく理解するととも
に、身体的拘束等の適正化のための指針の整
備、定期的な委員会の開催及び従業者への研修
を実施し、緊急やむを得ない場合を除き、身体
的拘束等をしないケアに取り組んでいる。

身体拘束禁止委員会を２か月に一回開催
し、年２回（５月１月）に法定研修にて研
修を実施しています。また、緊急やむを得
ない場合を除き、センサーマットを含む身
体拘束等をしないケアに取り組んでいま
す。

利用者主体の介護を徹底し、介護者都合の視点に
ならない支援方法の確立を行っています。転倒リ
スクのある利用者が自分の意志で居室から職員を
呼ぶ仕組みを導入しています。特にリスクの高い
人の夜間帯は、居室付近に記録机を設置し、利用
者主体の見守り体制を構築しています。事故・ヒ
ヤリハット報告は申し送りを2週間続けることで、
漏れがなく全職員への周知を徹底しています。

運営推進会議は２か月に１回開催し、利用
者家族、地域の方を含む３０名程で実施す
る回、ご家族だけで深く掘り下げる回、近
隣民間企業メインで外部意見を頂く回など
参加者テーマを変え実施。頂いた意見は、
都度職員に配布し情報共有をしています。

形にこだわらない多様な会議体を通じて、地域を
結ぶ事業所としての役割を実践しています。医療
従事者や一般企業の会など、目的に応じた多様な
会議は、専門性の高い連携と地域資源の活用を強
化しています。活動報告書にヒヤリハットや事故
報告を明確に記載することは、運営に対する高い
透明性と信頼感を証明しています。また、夏祭り
時に行う大規模な会議は、幅広い地域の人々を巻
き込み、地域共生社会の拠点としての役割を確立
しています。

厚木市介護保険課、生活福祉課、地域包括
ケア推進課、荻野地域包括支援センター、
あゆサポ（社協）など、日頃から窓口に赴
くことや、行政主幹の研修への参加、施設
イベントへのお誘い、困りごとを相談する
など積極的に関わりを持っています。

行政職員の来訪や、イベント参加を常に促進し、
事業所の実態の可視化と円滑な情報共有の促進を
図っています。イベント協力や訪問を通じて、提
供サービスと職員の熱意を直接伝えることで、行
政側が現場情報を深く理解する連携基盤を構築し
ています。また、管理者は認知症の講師を担い、
地域への理解促進を積極的に推進しています。事
業所と行政は連携して地域貢献を実行し、地域の
課題解決を進めると同時に、事業所の専門性と信
頼性を行政・地域へ発信しています。

株式会社フィールズ



ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

虐待防止委員会を２か月に１回開催し、不
適切なケアの疑義ある案件があがった際は
その都度、委員より面談を実施していま
す。また、アンガーマネジメント研修やス
トレスチェック、定期面談をとおして職員
フォローを行い、クラウドカメラチェック
をとおして虐待の芽をつむようにしていま
す。そして職員のみならず管理者も本社よ
り虐待研修を受けています。

利用者の尊重を徹底し、センサーマットの使用は
「監視されている」「迷惑をかけている」という
精神的苦痛を与え、心理的虐待のリスクと認識
し、使用しない方針を徹底し同時に職員の精神的
苦痛の軽減も行っています。管理者は年3回法人研
修受講と講師活動を通じ、質の高い知識を職員へ
周知しています。不適切ケアにつながる事案には
虐待委員が当事者に面談を行うことで、迅速かつ
公正な事実確認と透明性を確保しています。

日頃からご利用者ご家族等の意見やご要望
を管理者や職員へ言いやすいよう関係づく
りに努めている他、企業としてCS調査を実
施しています。また、外部評価機関による
アンケート結果で気になった事項は職員と
共有し、改善策を講じています。

家族アンケートで満足度が8割に満たない項目につ
いては、利用者・家族の立場に立ち改善意見を出
し合い、サービスの質の向上につなげています。
運営推進会議はイベント時に実施し、法人方針や
事業所運営の透明性を高め、改善を推進していま
す。居室担当者は便りや家族訪問を通じた積極的
な意見収集を図り、情報を職員へ直接伝えていま
す。さらに、各ユニット専属携帯を24時間リレー
で保持し、家族が直接職員に連絡できる体制を整
えています。

厚木市主催の権利擁護研修に参加し、職員
も荻野包括支援センター主催の研修に参加
しております。また、施設でも身寄りのな
い方の成年後見を申請し、制度利用してい
る方が２名いるため、日々後見人の方と連
携し、制度理解に努めています。

契約の締結において、ご利用者に十分にご
理解頂いているとは言い難いですが、ご家
族等には文章または口頭でご説明しご理解
を頂けるよう努めています。

株式会社フィールズ



ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

全職員から気づきのシートというタイトル
の用紙を提出してもらい、①利用者のこと
②環境のこと③その他事項について、気づ
いたこと、改善が必要だと思う事を挙げて
もらい、リーダー会議で検討し、全内容に
コメントをつけ全体会議前に配布していま
す。

職員一人ひとりの視点を活かし、主体的な運営参
画を促しています。「改善提案シート」を毎月使
用し、利用者のケアやホームの整備環境につい
て、居室担当者の現場意見を聴取しています。聴
取した意見と改善点を一覧化し、ユニット合同で
周知しています。さらに、申し送り時に本日のケ
ア目標をそれぞれが発表する仕組みが、職員の主
体的な行動を可能にし、結果的に質の高い支援へ
と結びつけています。

厚木市医師会、介護事業者連絡会、県認知
症グループホーム協議会、ケアマネ部会に
加入し、市内他社グループホーム管理者ら
との情報共有やそよ風、みのわホーム、ポ
ポロなど近隣施設訪問、合同レクリエー
ションをとおして質向上に努めていいま
す。

年二回定期面談を実施し、職員個々の働き
方の希望の聞き取りや業務フィードバック
を実施しています。また、有給やリフレッ
シュ休暇の活用、職員が全員連休を取得で
いるようシフト調整を行っています。

職員の意見を積極的に取り入れる環境を構築し、
無駄な業務の削減を通じてストレス軽減に努めて
います。業務の円滑化と成果創出により職員の達
成感を高め、効率化で生まれた時間を利用者との
質の高い関わりに充てることで、専門職としての
やりがいを促進しています。また、情報共有の徹
底により職種間の連携強化と相互信頼を深める組
織基盤を整備し、良好な就業環境の維持に努めて
います。

法人内では、Eケアラボというラーニングシ
ステムを用いて、SD活動が行えるよう環境
を整えています。また、階層別研修や社外
研修のアナウンスに努めています。

職員の知識向上と相互理解を深めることで、高品
質なケアを続けています。法定研修や外部研修に
加え、内部勉強会を計画的に行っています。チー
ムで認知症ケアの知識テストを続け、「良いケ
ア」の理想を共有し、利用者の個別性を深く理解
しています。また、職員同士の信頼関係を強め、
個性を活かしながらも統一したケアを提供できる
組織づくりを進めています。
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　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

サービス利用を開始する前に、必ずご本人
との面談を行い、今までどのように過ごさ
れてきたのか、何が好みで何が苦手かなど
生活歴等を雑談をとおしてお聞きし、どの
ようなパーソナリティをお持ちの方なのか
予め把握するように努めています。

職員は、ご利用者をただ一方的に介護を受
けるだけの存在ではなく、一人の生活者と
して、お年寄りとして扱うように心掛けて
います。また、何よりもご利用者同士の互
助を大切にしたいと考えています。

職員は、ご家族をただの血縁やキーパーソ
ンという立場でなく、誰よりもご入居者の
幸せを願う人、大切に思っている人という
認識をもち、ご家族レターや電話、面会時
の対話で詳細な様子を伝え、協力して本人
を支えていく姿勢を示すよう努めていま
す。

サービス利用を開始する前に、ご本人ご家
族になるべくご見学にお越し頂き、困りご
と、不安ごと、ご要望などお聞きし、方針
説明を行っています。また、施設でできる
ことできないことを予めお示しすること
で、信頼してもらえるよう努めています。

サービス利用を開始する前に、在宅で担当
されているケアマネジャーや病院のMSWと連
絡をとり、サービス開始についてのご意見
および情報提供をしてもらっています。ま
た、保険外含め、必要なサービスについて
検討し、導入しています。
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20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

ご逝去という形でご契約が終了し、その
後、畑のじゃがいも堀りのお誘いをして下
さり行かせて頂いた方はいらっしゃいまし
た。また、特別な事由があり一時退去し、
再度入居申し込みをされた方の相談支援は
継続して行っております。

一人一人の思いや暮らし方の希望、意向の
把握においては、長期目標更新の際、指定
用紙にてご本人ご家族から直接聞き取りを
行っている他、ひもときシートという写真
入りのその方の全体像をまとめたシートを
用いて、職員間の情報共有を行っていま
す。

利用者や家族がどのような暮らしを望んでいるの
か、本当に意図する本人の思いを会話の中から汲
み取るよう努めています。言葉で言い表せない利
用者の思いは、普段の生活の様子、表情や所作か
ら把握しています。利用者の生活歴、してほしい
ケア、してほしくないケアなどを記録している
「ひもときシート」は新人職員、夜勤専従職員な
ど全職員の情報の共有を行い利用者の視点に立っ
た支援を行っています。

今まで通ってきた教会へいまも毎週日曜ご
友人に迎えに来てもらい通っている方や長
年のご友人を施設イベントへ招待するこ
と、週１回息子さんが迎えに来て夕焼け市
へでかけ長年営んできたお煎餅を売ってい
る方など、関係性の継続に力を入れていま
す。

「生活史の継続と役割」の理念に基づいて、入居
前から行っている馴染みの継続を支援していま
す。荻野運動公園の週に1度の夕焼け市でお煎餅販
売を継続し、利用者の長年の社会的役割の維持を
実現しています。この活動は、送迎に携わる家族
が子から孫へ世代を超えて関わりを継承する機会
も提供しています。また、利用者の不安を少なく
するため、外出の情報を提供するタイミングや方
法を工夫しています。

日常生活において、利用者が利用者の車い
すを押す、おやつを食べさせてあげる、お
茶を入れる、おやつの時間を知らせにいく
など、共にここに住まう仲間としての関係
性を大切にしています。また、看取りや臨
終の際、積極的にお部屋に足を運んでも
らっています。
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24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

介護計画を作成する前に、計画作成担当者
が、ご本人、ご家族、当該介護職員、医療
職からそれぞれの立場からの意見をもらい
指定用紙に記入し、それらを踏まえ、計画
を作成しています。

入居後のケアプラン更新時には家族や本人と対面
で話し合います。居室担当者は「気づきシート」
にて利用者の体調の変化や生活の気になるところ
を伝え、ケアカンファレンスで職員みんなで話し
合い、利用者が自分らしい暮らしができるよう見
直しをしています。山登りが趣味だった利用者に
「夕方大山に日が沈む所を見られるように支援す
る」というプランをつくりました。その人の顔が
浮かぶようなケアプランの作成に努めています。

利用者の生活の流れが
分かる支援内容などを
盛り込んだ、個別支援
計画の作成が期待され
ます。

計画書に明記されたサービス内容の実施に
ついて、計画作成担当者はモニタリング
毎、そのタグを確認し、実施状況を把握、
見直ししている。また、バイタルサイン測
定や食事量、面会など一か月の状況をグラ
フ化し、数的把握を行っています。

ご家族やケアマネジャーなどから生活歴や
馴染みの暮らし方を聞き取り、どのような
サービスを利用してきたのか把握していま
す。また、可能な範囲で他サービス利用中
にご本人の面談に赴き、他サービス介護職
員からも情報を収集しています。

お部屋で過ごしたい方、フロアで過ごした
い方など、一人一人の一日の過ごし方の把
握のほか、潜在能力を活かして生活動作が
行えるよう努めています。

ご本人やご家族の状況、その時々に発生す
るニーズに対して、いままでやってきた既
存ルールに捉われず、保険内外に関わら
ず、ニーズ解決にむけて柔軟な対応が行え
るよう意識し取り組んでいます。
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29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

訪問診療の際は、ご本人が医師や看護師に
より相談しやすいように、それぞれのお部
屋で個別に診察を受けられるように配慮し
ている。また、訪問診療毎、様々な職種の
意見で適切な医療が提供されるよう計画作
成担当者と管理薬剤師が同行しています。

毎月2回協力病院による内科と利用者の状況によ
り、精神科・皮膚科などの専門医による訪問診療
を受けるなど適切な医療が受けられるよう支援し
ています。診察の結果は既読付き通信アプリ、電
話や居室担当者が毎月家族に送っている「担当者
からのお知らせ」にて報告しています。家族が同
席して治療方針を聞くこともあります。

職員は、日々の関わりの中でとらえた情報
や気づき、不安なことを週一回訪問する看
護師へ相談し、医療の視点からアドバイス
をもらっている。また、その都度、ご利用
者の要望を聞き取り、必要に応じて医療職
に繋いでいます。

地域に住まう子育てママや職業体験をとお
して知り合った中学生、週末だけ学校に通
う高校生、傾聴ボランティア、近隣の介護
サービスを使っていないお年寄りほか、官
学産民含め、さまざまな方との交流機会が
持てるよう支援しています。

入院となる際の救急搬送には、ご家族が安
心できるよう、なるべく管理者が同乗して
いる。ご利用者が入院した際はご家族と蜜
に連絡をとり、必ず一度は顔を見に病院へ
足を運んでいる。また、MSDや看護師に入院
中の様子の確認を都度行い、ご家族と共
有。出来る限り退院前カンファレンスやム
ンテラに参加しています。
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33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

ご利用者の急変や事故発生時に備えて、法
定研修において6月に食中毒８月に緊急時対
応とAED、９月に事故予防と再発防止、12月
に感染症BCP、２月に非常災害BCPの研修の
ほか、6月12月に防災訓練を実施していま
す。

上記BCP（感染症および蔓延防止・非常災害
時対応）の机上訓練、実施訓練と避難訓練
（6月12月）の実施、備蓄品の確認のほか、
毎月1日は防災食の日とし、毎月いざライフ
ラインが停まった際の食事提供の訓練を実
施している。そして、今年は隣マンション
と近隣の方も参加くださった。

防災の日には近隣マンションの住民や家族の参加
により避難訓練を行うなど協力体制を築いていま
す。毎月の防災食の日には、限られた材料で温か
い食事を作り災害に備えています。今年は家族の
協力で水餃子作りを行いました。避難袋には、火
災時に煙を吸い込まないようマスクを準備してい
ます。ガス器具のホース、電気器具の配線など
チェック表を作成し、毎日安全の確認を行ってい
ます。

認知症および疾病の悪化により、１年以内
に体調変化がありそうなご利用者に対し
て、重度化するまえに予めご家族と今後の
方針について話しあう機会をもち、医師よ
り看取りの判断があった際は、指針含む説
明同意を得て、職員へ研修を実施していま
す。

終末期になると利用者は居室で横になる時間が長
くなるので、一人で寂しい思いをしないようみん
なの声が聞こえるリビングにリクライニング車い
すで過ごしています。臨終の際には部屋を訪問し
て言葉をかけたり、家族や共に暮らした仲間に見
送くられ、日常生活の中で穏やかに最期が迎えら
れるよう支援しています。

年一回10月の倫理、プライバシー保護の研
修を実施している。また、日頃のケアで
は、介護職員がご利用者の活動に対して
「私がやるからいいです」「言うことを聞
いてくれない」等、本人の誇りや自主性を
蔑ろにする言葉かけのないよう注意してい
ます。

認知症になり介護が必要になっても、一人の大人
として敬意を持って接するよう心掛けています。
「～してあげる」という上から目線と捉えられる
声掛けはせず、自分が利用者の立場だったらと常
に考え介助の前には「～しますね」と事前に声掛
けしています。入浴介助では羞恥心に配慮して肩
や膝にタオルをかけるなど、きめ細かい配慮が安
心感につながるよう支援しています。
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ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

ご本人がどのような一日を過ごしたいか明
確に言語化できる場合は、希望にそって支
援できていると思います。ただ、認知症が
高度化し自分でも自分らしさががわからな
くなった様にみえるご利用者に対して、言
葉にならない言葉をじっくりと聞き、ゆっ
くりその希望を想像するまでには至ってい
ないと反省します。

認知症の方の共通動作として、ボタンや
チャックを終始触る癖があります。終始取
れるボタンを職員と家族でその都度直し、
その人らしいおしゃれが継続できるように
支援しています。

集団生活上、ある程度決められたリズムの
中で生活をする際、お風呂に入る日や寝る
時間、朝ごはんを食べる時間、レクリエー
ションへの参加有無など、いまはしたくな
いという思いや希望など否定も含め、自己
決定を大切にしています。

食事が楽しめるよう肉が嫌いな方、魚が嫌
いな方などそれぞれ代替料理を提供し、朝
食の牛乳においてもホットの方、砂糖入り
の方など好みを把握できている。また、ご
利用者と職員が一緒に食事準備や片付けが
行えています。

食事の準備は利用者の個々の力を活かし、キャベ
ツの千切り、盛り付け、テーブル拭き、味見、皿
洗いなど行っています。役割を持つことは生活の
中でのリハビリと捉え日常生活に必要な身体機能
の維持を図っています。毎年恒例になっている干
し柿作りでは、職員は利用者が楽しみながら積極
的に関われるような声掛けをし、利用者は毎日軒
先に出して美味しく食べる日を待っています。

好き嫌い多く食事を残される方には、余っ
ているあんドーナツやバナナなど臨機応変
にお好きな甘いものをプラスでお出しした
り、水分があまり進まない方にはゼリーを
お出しし、水分が摂取できるよう工夫した
りしています。
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ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

職員により毎食後の口腔ケアのほか、毎週1
日、歯科衛生士および歯科医師に来所して
もらい、口腔内清潔保持および治療を行っ
ています。

尿意、便意がある方に対しては、ご本人が
トイレに入られた際に見守りで一緒に入室
しています。尿意、便意がない方について
は、定時誘導を行っています。老健からお
むつで入所した方を布パンに変更した事例
もあります。

排泄が自立している利用者には過度な排便管理は
せず、日頃の食事量や水分摂取量の確認、腹部の
張り具合など看護師に診てもらい相談していま
す。また、安全にトイレで気持ちよく排泄出来る
よう毎朝日課にしているラジオ体操は第一第二を
立位で行い、意識して足の運動を取り入れるなど
下肢筋力の維持に努めています。

なるべく刺激性下剤の使用をせず、食べ物
で便通がよくなる努力をしています。便秘
の方には毎食後にゼリーにオリゴ糖をかけ
て食してもらい便通を促しています。車い
すを使用している方の廊下往復歩行までは
至っておりません。

曜日時間など予め設定はあるものの、ご本
人の希望や自己決定を踏まえ柔軟に変更対
応しています。入浴を拒まれる方にはお好
きな花の写真を用意し掲示したり、体重測
定という理由をだし脱衣所まできてもらう
など様々なきっかけを作ってお誘いしてい
ます。また入浴剤やゆずなど四季が楽しめ
るよう工夫しています。

脱衣所には「転倒、ヒートショック、長風呂によ
る熱中症」と注意事項を掲示し、浴室の入口に
しっかりと立位がとれるよう縦型の手摺を設置し
安全に配慮しています。着替えセットを袋で管理
し一覧で確認することで準備不足を防ぎ、軟膏部
位の可視化が処置を確実にして支援効率を上げて
います。手順の統一が新人を助け流れを滑らかに
しています。情報共有が進み安心を広げ利用者の
快適さと質の向上につながるよう支援していま
す。
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ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

週一回のシーツ交換の際は、ふとん乾燥機
を使用し清潔を保ち、安眠できる環境を整
えています。また、フロアではソファーな
ども用意し、椅子以外の休息場所を用意す
るほか、10時16時に体操を実施し身体を動
かす機会を設け、安眠に繋げています。

タブレット記録に服薬内容を登録するほ
か、ペーパーでも服薬ファイルを作成し、
広く職員が把握できるよう環境を整えてい
ます。また、計画作成担当者を中心に服薬
内容、副作用把握を行い症状変化に努めて
います。

ご利用者個人のお金の所持は、契約上禁止
事項のため、所持して頂いておりません。

一人一人の生活歴や潜在能力を活かした役
割や嗜好品、過ごし方の支援をしていま
す。日常生活上では、お茶入れやモップ掛
け、料理手伝い、洗濯物干しなどがあり、
イベントでは男性だけで居酒屋へ言った
り、様々な楽しみごとが作れるよう支援し
ています。

季節ごとに春は桜、初夏はバラ、秋は紅葉
などバスを借りてと外に出かけるよう努め
ています。また、ご家族に協力してもらい
ながら外出機会創出をしています。ただ、
日々の中で散歩時間が十分に確保できてい
ないことが大きな課題です。

事業所の駐車場で洗濯物を干している時に近所の
住民との会話や、自治会主催の祭りへの参加、近
隣の障がい者施設への訪問など日常生活の中で外
出する機会を作り、地域との交流機会を広げるこ
とで、社会参加が進み自己肯定感が高まるよう努
めています。入居前に長年営んでいた「煎餅屋」
に家族の協力により毎週出かけてる利用者もいま
す。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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価
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

ご利用者がご家族やご友人と時間を気にせ
ずお電話ができるよう、ユニットごとに携
帯を用意しています。また、ご利用者がご
家族と手紙のやり取りができるようポスト
投函まで一緒に付き添い、支援をしていま
す。

入居の際、本人が使い慣れた家具や飾りも
の、シーツや布団を持ってきてほしいこと
を伝えても、実際は新調される方がとても
多い現状です。しかし、入居しながらご本
人らしい部屋を作っていくという観点で、
部屋の管理を行っています。

利用者は自分のこだわりの方法で寝具を整え、お
気に入りのぬいぐるみ、家族写真を飾っていま
す。長年通っている教会の礼拝に、オンラインで
参加するためパソコンを置くなどそれぞれが自分
らしく自由に過ごせるよう努めています。居室に
温度湿度付き時計を設置することで熱中症の早期
予防につながり安全性が高まり利用者が環境の変
化を把握しやすくなるよう支援しています。

建物のトイレや居室、風呂場は、一目みて
わかるようアイコンの表札にしました。ま
た、給茶機を置き、24時間好きな時に飲み
物を飲める環境を整えることやお茶入れ場
や台拭き、炊飯器などご利用者が自主的に
家事が行える様配置に工夫をしています。

施設内にいても季節がより感じられるよ
う、玄関や扉、フロア、窓において季節の
生花や造花、飾りつけを行っております。
また、明るい雰囲気となるよう入口付近に
補助電球を設置しております。

事業所の入口には毎月季節の花を飾り、階段やリ
ビングの飾り棚に観葉植物や職員手作りの季節に
あった衣装を着た人形の設置により、視覚的な潤
いが生まれ、安心感が高まるよう支援していま
す。生活用品を過度に片付けることなく、自宅の
延長として生活感のある空間になり施設全体の居
心地が向上するよう努めています。

一人になりたいときは居室で過ごし、気の
合った方同士で過ごしたい時は決まった方
の居室で話す姿があります。しかし、車い
すを利用している方や感情を表出しづらい
方が一人になりたい気持ちがあるかの確認
を日々行えていないと反省しました。
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56 ● 1，ほぼ全ての利用者の 63 ● 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ● 1，毎日ある 64 ● 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ● 1，ほぼ全ての利用者が 65 ● 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ● 1，ほぼ全ての利用者が 66 ● 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ● 1，ほぼ全ての利用者が 67 ● 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ● 1，ほぼ全ての利用者が 68 ● 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ● 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 ツクイ厚木荻野グループホーム

 ユニット名 ハナミズキユニット

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）
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ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

自治会や民生委員をはじめ、睦合中
学、TOYOTA、イオン、近隣住民、他高
齢者事業所、障害作業所など、官学産
民さまざまな地域の方と繋がれるよう
施設イベントや自治会行事の参加をと
おして交流しています。
近隣の教会での認知症サポーター養成
講座の開催や、隣の喫茶店でご入居者
が店員を担う注文を間違える…イベン
ト、職業体験や学生ボランティア受け
れなど、地域に住まう方が認知症の方
への偏見をなくし正しい理解ができる
よう活動しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

法人理念を玄関に掲示し、毎日朝礼に
てGH理念の復唱及び具体的な行動につ
いて職員が目標発表を行っています。
また、上期下期毎に理念の共有にむけ
て、あるべき姿がパターンランゲージ
で示されているカードを用いて共有を
しています。

運営推進会議は２か月に１回開催し、
利用者家族、地域の方を含む３０名程
で実施する回、ご家族だけで深く掘り
下げる回、近隣民間企業メインで外部
意見を頂く回など参加者テーマを変え
実施。頂いた意見は、都度職員に配布
し情報共有をしています。

厚木市介護保険課、生活福祉課、地域
包括ケア推進課、荻野地域包括支援セ
ンター、あゆサポ（社協）など、日頃
から窓口に赴くことや、行政主幹の研
修への参加、施設イベントへのお誘
い、困りごとを相談するなど積極的に
関わりを持っています。
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6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束禁止委員会を２か月に一回開
催し、年２回（５月１月）に法定研修
にて研修を実施しています。また、緊
急やむを得ない場合を除き、センサー
マットを含む身体拘束等をしないケア
に取り組んでいます。

虐待防止委員会を２か月に１回開催
し、不適切なケアの疑義ある案件があ
がった際はその都度、委員より面談を
実施しています。また、アンガーマネ
ジメント研修やストレスチェック、定
期面談をとおして職員フォローを行
い、クラウドカメラチェックをとおし
て虐待の芽をつむようにしています。
そして職員のみならず管理者も本社よ
り虐待研修を受けています。

日頃からご利用者ご家族等の意見やご
要望を管理者や職員へ言いやすいよう
関係づくりに努めている他、企業とし
てCS調査を実施しています。また、外
部評価機関によるアンケート結果で気
になった事項は職員と共有し、改善策
を講じています。

厚木市主催の権利擁護研修に参加し、
職員も荻野包括支援センター主催の研
修に参加しております。また、施設で
も身寄りのない方の成年後見を申請
し、制度利用している方が２名いるた
め、日々後見人の方と連携し、制度理
解に努めています。

契約の締結において、ご利用者に十分
にご理解頂いているとは言い難いです
が、ご家族等には文章または口頭でご
説明しご理解を頂けるよう努めていま
す。
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11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

全職員から気づきのシートというタイ
トルの用紙を提出してもらい、①利用
者のこと②環境のこと③その他事項に
ついて、気づいたこと、改善が必要だ
と思う事を挙げてもらい、リーダー会
議で検討し、全内容にコメントをつけ
全体会議前に配布しています。

厚木市医師会、介護事業者連絡会、県
認知症グループホーム協議会、ケアマ
ネ部会に加入し、市内他社グループ
ホーム管理者らとの情報共有やそよ
風、みのわホーム、ポポロなど近隣施
設訪問、合同レクリエーションをとお
して質向上に努めていいます。

サービス利用を開始する前に、必ずご
本人との面談を行い、今までどのよう
に過ごされてきたのか、何が好みで何
が苦手かなど生活歴等を雑談をとおし
てお聞きし、どのようなパーソナリ
ティをお持ちの方なのか予め把握する
ように努めています。

年二回定期面談を実施し、職員個々の
働き方の希望の聞き取りや業務フィー
ドバックを実施しています。また、有
給やリフレッシュ休暇の活用、職員が
全員連休を取得でいるようシフト調整
を行っています。
法人内では、Eケアラボというラーニン
グシステムを用いて、SD活動が行える
よう環境を整えています。また、階層
別研修や社外研修のアナウンスに努め
ています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

職員は、ご利用者をただ一方的に介護
を受けるだけの存在ではなく、一人の
生活者として、お年寄りとして扱うよ
うに心掛けています。また、何よりも
ご利用者同士の互助を大切にしたいと
考えています。

職員は、ご家族をただの血縁やキー
パーソンという立場でなく、誰よりも
ご入居者の幸せを願う人、大切に思っ
ている人という認識をもち、ご家族レ
ターや電話、面会時の対話で詳細な様
子を伝え、協力して本人を支えていく
姿勢を示すよう努めています。

サービス利用を開始する前に、ご本人
ご家族になるべくご見学にお越し頂
き、困りごと、不安ごと、ご要望など
お聞きし、方針説明を行っています。
また、施設でできることできないこと
を予めお示しすることで、信頼しても
らえるよう努めています。

サービス利用を開始する前に、在宅で
担当されているケアマネジャーや病院
のMSWと連絡をとり、サービス開始につ
いてのご意見および情報提供をしても
らっています。また、保険外含め、必
要なサービスについて検討し、導入し
ています。

今まで通ってきた教会へいまも毎週日
曜ご友人に迎えに来てもらい通ってい
る方や長年のご友人を施設イベントへ
招待すること、週１回息子さんが迎え
に来て夕焼け市へでかけ長年営んでき
たお煎餅を売っている方など、関係性
の継続に力を入れています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

ご逝去という形でご契約が終了し、そ
の後、畑のじゃがいも堀りのお誘いを
して下さり行かせて頂いた方はいらっ
しゃいました。また、特別な事由があ
り一時退去し、再度入居申し込みをさ
れた方の相談支援は継続して行ってお
ります。

一人一人の思いや暮らし方の希望、意
向の把握においては、長期目標更新の
際、指定用紙にてご本人ご家族から直
接聞き取りを行っている他、ひもとき
シートという写真入りのその方の全体
像をまとめたシートを用いて、職員間
の情報共有を行っています。

日常生活において、利用者が利用者の
車いすを押す、おやつを食べさせてあ
げる、お茶を入れる、おやつの時間を
知らせにいくなど、共にここに住まう
仲間としての関係性を大切にしていま
す。また、看取りや臨終の際、積極的
にお部屋に足を運んでもらっていま
す。

ご家族やケアマネジャーなどから生活
歴や馴染みの暮らし方を聞き取り、ど
のようなサービスを利用してきたのか
把握しています。また、可能な範囲で
他サービス利用中にご本人の面談に赴
き、他サービス介護職員からも情報を
収集しています。

お部屋で過ごしたい方、フロアで過ご
したい方など、一人一人の一日の過ご
し方の把握のほか、潜在能力を活かし
て生活動作が行えるよう努めていま
す。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

介護計画を作成する前に、計画作成担
当者が、ご本人、ご家族、当該介護職
員、医療職からそれぞれの立場からの
意見をもらい指定用紙に記入し、それ
らを踏まえ、計画を作成しています。

計画書に明記されたサービス内容の実
施について、計画作成担当者はモニタ
リング毎、そのタグを確認し、実施状
況を把握、見直ししている。また、バ
イタルサイン測定や食事量、面会など
一か月の状況をグラフ化し、数的把握
を行っています。

訪問診療の際は、ご本人が医師や看護
師により相談しやすいように、それぞ
れのお部屋で個別に診察を受けられる
ように配慮している。また、訪問診療
毎、様々な職種の意見で適切な医療が
提供されるよう計画作成担当者と管理
薬剤師が同行しています。

ご本人やご家族の状況、その時々に発
生するニーズに対して、いままでやっ
てきた既存ルールに捉われず、保険内
外に関わらず、ニーズ解決にむけて柔
軟な対応が行えるよう意識し取り組ん
でいます。

地域に住まう子育てママや職業体験を
とおして知り合った中学生、週末だけ
学校に通う高校生、傾聴ボランティ
ア、近隣の介護サービスを使っていな
いお年寄りほか、官学産民含め、さま
ざまな方との交流機会が持てるよう支
援しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

職員は、日々の関わりの中でとらえた
情報や気づき、不安なことを週一回訪
問する看護師へ相談し、医療の視点か
らアドバイスをもらっている。また、
その都度、ご利用者の要望を聞き取
り、必要に応じて医療職に繋いでいま
す。

ご利用者の急変や事故発生時に備え
て、法定研修において6月に食中毒８月
に緊急時対応とAED、９月に事故予防と
再発防止、12月に感染症BCP、２月に非
常災害BCPの研修のほか、6月12月に防
災訓練を実施しています。
上記BCP（感染症および蔓延防止・非常
災害時対応）の机上訓練、実施訓練と
避難訓練（6月12月）の実施、備蓄品の
確認のほか、毎月1日は防災食の日と
し、毎月いざライフラインが停まった
際の食事提供の訓練を実施している。
そして、今年は隣マンションと近隣の
方も参加くださった。

入院となる際の救急搬送には、ご家族
が安心できるよう、なるべく管理者が
同乗している。ご利用者が入院した際
はご家族と蜜に連絡をとり、必ず一度
は顔を見に病院へ足を運んでいる。ま
た、MSDや看護師に入院中の様子の確認
を都度行い、ご家族と共有。出来る限
り退院前カンファレンスやムンテラに
参加しています。
認知症および疾病の悪化により、１年
以内に体調変化がありそうなご利用者
に対して、重度化するまえに予めご家
族と今後の方針について話しあう機会
をもち、医師より看取りの判断があっ
た際は、指針含む説明同意を得て、職
員へ研修を実施しています。

株式会社フィールズ



ツクイ厚木荻野グループホーム

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

ご本人がどのような一日を過ごしたい
か明確に言語化できる場合は、希望に
そって支援できていると思います。た
だ、認知症が高度化し自分でも自分ら
しさががわからなくなった様にみえる
ご利用者に対して、言葉にならない言
葉をじっくりと聞き、ゆっくりその希
望を想像するまでには至っていないと
反省します。

認知症の方の共通動作として、ボタン
やチャックを終始触る癖があります。
終始取れるボタンを職員と家族でその
都度直し、その人らしいおしゃれが継
続できるように支援しています。

年一回10月の倫理、プライバシー保護
の研修を実施している。また、日頃の
ケアでは、介護職員がご利用者の活動
に対して「私がやるからいいです」
「言うことを聞いてくれない」等、本
人の誇りや自主性を蔑ろにする言葉か
けのないよう注意しています。

集団生活上、ある程度決められたリズ
ムの中で生活をする際、お風呂に入る
日や寝る時間、朝ごはんを食べる時
間、レクリエーションへの参加有無な
ど、いまはしたくないという思いや希
望など否定も含め、自己決定を大切に
しています。

食事が楽しめるよう肉が嫌いな方、魚
が嫌いな方などそれぞれ代替料理を提
供し、朝食の牛乳においてもホットの
方、砂糖入りの方など好みを把握でき
ている。また、ご利用者と職員が一緒
に食事準備や片付けが行えています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

職員により毎食後の口腔ケアのほか、
毎週1日、歯科衛生士および歯科医師に
来所してもらい、口腔内清潔保持およ
び治療を行っています。

尿意、便意がある方に対しては、ご本
人がトイレに入られた際に見守りで一
緒に入室しています。尿意、便意がな
い方については、定時誘導を行ってい
ます。老健からおむつで入所した方を
布パンに変更した事例もあります。

好き嫌い多く食事を残される方には、
余っているあんドーナツやバナナなど
臨機応変にお好きな甘いものをプラス
でお出ししたり、水分があまり進まな
い方にはゼリーをお出しし、水分が摂
取できるよう工夫したりしています。

なるべく刺激性下剤の使用をせず、食
べ物で便通がよくなる努力をしていま
す。便秘の方には毎食後にゼリーにオ
リゴ糖をかけて食してもらい便通を促
しています。車いすを使用している方
の廊下往復歩行までは至っておりませ
ん。

曜日時間など予め設定はあるものの、
ご本人の希望や自己決定を踏まえ柔軟
に変更対応しています。入浴を拒まれ
る方にはお好きな花の写真を用意し掲
示したり、体重測定という理由をだし
脱衣所まできてもらうなど様々なきっ
かけを作ってお誘いしています。また
入浴剤やゆずなど四季が楽しめるよう
工夫しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

週一回のシーツ交換の際は、ふとん乾
燥機を使用し清潔を保ち、安眠できる
環境を整えています。また、フロアで
はソファーなども用意し、椅子以外の
休息場所を用意するほか、10時16時に
体操を実施し身体を動かす機会を設
け、安眠に繋げています。

タブレット記録に服薬内容を登録する
ほか、ペーパーでも服薬ファイルを作
成し、広く職員が把握できるよう環境
を整えています。また、計画作成担当
者を中心に服薬内容、副作用把握を行
い症状変化に努めています。

ご利用者個人のお金の所持は、契約上
禁止事項のため、所持して頂いており
ません。

一人一人の生活歴や潜在能力を活かし
た役割や嗜好品、過ごし方の支援をし
ています。日常生活上では、お茶入れ
やモップ掛け、料理手伝い、洗濯物干
しなどがあり、イベントでは男性だけ
で居酒屋へ言ったり、様々な楽しみご
とが作れるよう支援しています。

季節ごとに春は桜、初夏はバラ、秋は
紅葉などバスを借りてと外に出かける
よう努めています。また、ご家族に協
力してもらいながら外出機会創出をし
ています。ただ、日々の中で散歩時間
が十分に確保できていないことが大き
な課題です。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

ご利用者がご家族やご友人と時間を気
にせずお電話ができるよう、ユニット
ごとに携帯を用意しています。また、
ご利用者がご家族と手紙のやり取りが
できるようポスト投函まで一緒に付き
添い、支援をしています。

入居の際、本人が使い慣れた家具や飾
りもの、シーツや布団を持ってきてほ
しいことを伝えても、実際は新調され
る方がとても多い現状です。しかし、
入居しながらご本人らしい部屋を作っ
ていくという観点で、部屋の管理を
行っています。

建物のトイレや居室、風呂場は、一目
みてわかるようアイコンの表札にしま
した。また、給茶機を置き、24時間好
きな時に飲み物を飲める環境を整える
ことやお茶入れ場や台拭き、炊飯器な
どご利用者が自主的に家事が行える様
配置に工夫をしています。

施設内にいても季節がより感じられる
よう、玄関や扉、フロア、窓において
季節の生花や造花、飾りつけを行って
おります。また、明るい雰囲気となる
よう入口付近に補助電球を設置してお
ります。

一人になりたいときは居室で過ごし、
気の合った方同士で過ごしたい時は決
まった方の居室で話す姿があります。
しかし、車いすを利用している方や感
情を表出しづらい方が一人になりたい
気持ちがあるかの確認を日々行えてい
ないと反省しました。
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優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

施設サービス計画書期間終了前に、各
関係職種から予め意見を聞き取り、ご
本人ご家族と日程調整したうえで担当
者会議を行い、多様な視点でニーズ収
集を行うというプロセスが円滑に回っ
ていない現状がある。

ご家族の意見のみならず、ご本人の真
のニーズや実際にケアを行う介護職、
医療従事者の意見を集め、チームの思
いが反映された施設サービス計画書を
作成することができる。

①目標期間終了２か月前にご家族へ連
絡し、担当者会議開催日を決める
②上記の会議前までに、ケアプラン作
成に伴う意見聴取書（家族以外）を作
成
③担当者会議内容をプラン反映する

６ヶ月

2

その方の顔が浮かぶ、実際のケアとリ
ンクした日課計画表が作成できる。

①第４表である日課計画表（個別サー
ビスや担当、主な日常生活上の活動）
データをより詳細に入力する ３ヶ月

3

日課計画表を新人教育に活用すること
ができる。

①その方の顔が浮かぶ日課計画表を個
人ファイルに綴じ、新人職員のOJT時に
活用する。

②モニタリング実施月に日課計画表の
内容と現状についてケアカンファレン
ス議題として再検討。３か月毎に日課
計画表の見直しを行い、その内容を更
新する

１２ヶ月

13

個別支援計画書（施設サービス計画書
の第４表日課計画表）が型通りになっ
ている。

2025年度

事業所名ツクイ厚木荻野グループホーム　
作成日：　　　2026年　1　月　26　日


